






















C 2 ) 試料採取:












































科技工士 54名、対照としては事務系男性職員 38名としている。 遺伝毒性影響は小核形成、毛髪
中の金属景は原子吸光法を用いて検討している。
その結果、歯科技工 i二群と事務系職員群を合わせた分析では「年齢Jおよび「歯科技工士であ
ることJが小核頻度に有意に関連する因子となった。また歯科技工士群のみでの分析では、 「年
齢J rMAモノマー使用時のマスク装者頻度J r手洗いの頻度Jが有意に遺伝毒性影響と関連する
因子となった。
本研究の独創的な点は、歯科技工士の作業環境が、そのj宣伝毒性に影響を与えていること、金
属より陥IAモノマー使用時の作業環境の影響が大きいことを、はじめて明らかにしたことである。
研究の結果から、遺伝毒性の原因物質のさらなる検討の必要性、歯科技工士の作業環境に関する
ガイドラインの必要性も示唆されており、その社会的な意義も大きい。
乙れらのことを勘案し、本審交委員会は本研究が学fiL(医学)の授与に値するものと判定する。
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